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2019 年度 知床五湖ローカル割引キャンペーン 実施結果について 

知床財団 

1．実施目的 

 斜里町及び羅臼町の両町民（地元住民）を対象とした知床五湖の利用促進を図る。 

 

2．実施内容 

 両町民の地上遊歩道立入認定手数料を実質 0円とする。（2011年度より継続実施） 

 両町民の五湖駐車場の駐車料を実質 0円とする。（2019年度より新規実施※） 

 知床五湖HP、両町の地域広報誌にて事業の周知広報を広く行う。 

※今年度より試行的に実施、高架木道のみ利用する場合の費用負担も実質 0円とする。 

 

3．実施結果 

表 1. 認定手数料キャンペーン利用者数（4/20～10/20） 

期間 
斜里町民  羅臼町民  計 

組数 利用者数  組数 利用者数  組数 利用者数 

春期 植生保護期 

（4/20~5/9） 
38 64 

 
2 5 

 
40 69 

ヒグマ活動期 

（5/10~7/31） 
13 37 

 
1 2 

 
14 39 

夏期 植生保護期 

（8/1~10/20） 
86 177 

 
11 30 

 
97 207 

計 137 278 
 

14 37 
 

151 315 

 

● 認定手数料キャンペーン利用者数は 151組 315名（前年比 155％）、キャンペーンの実施にかかる直

接経費は 85,050円となった。 

● 地域の観光関係者を対象としたガイドツアー（知床ガイド協議会事業）が 2日間あり、計 20名のキ

ャンペーン利用があった。 

● キャンペーンの認知度を調査するため、アンケートを 8/1～10/20 に実施した。期間中アンケートに

回答したキャンペーン利用者 207 名の内、事前にキャンペーンを認知していた割合は 58％、認知し

ていなかった割合は 42％であった。 

● 事業目標として設定した「認定手数料キャンペーン 300名利用」を超える実績となり、一定の利用ニ

ーズが確認された。 
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表 2. 駐車料金キャンペーン利用台数（5/10～10/23） 

期間 利用台数 備考 

ヒグマ活動期 

（5/10～7/31） 
94 

 

夏期 植生保護期 

（8/1～10/20） 
146 

当初予算 120 台分の利用を超えたため、 

120 台分を予算追補 

自由利用期 

（10/21～10/23） 
3 予算上限に達したため 10/23 に早期終了 

計 240  

 

● 駐車料金キャンペーン利用台数は 240 台となり、キャンペーンの実施にかかる負担額は 100,000 円

となった。 

● ヒグマ活動期から夏期植生保護期までの駐車料金キャンペーン利用台数 237 台に対し、認定手数料

キャンペーン利用組数（地上遊歩道利用組数）は 111組であったことから、高架木道のみを利用した

組数は 126組と推計される。 

 

4．今後の予定 

● 認定手数料キャンペーンは一定の利用実績とニーズがあることから、来年度も継続する方向で事業予

算の調整中。 

● 駐車料金キャンペーンの試行により、高架木道の住民利用ニーズを確認することができた。一方で、

キャンペーンの実施にかかる費用負担が大きいため、事業の継続が困難となっている。費用負担のあ

り方の検討をお願いしたい。 

● 知床五湖の利用のあり方協議会の実施事業として、キャンペーンの継続と住民利用の促進に協力をお

願いしたい。 
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2019 年度広報チラシ 


